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市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
毎日４回放送していて、市ホームページ
からもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）  ９：15〜９：20
おびひろ広報メモ

（FM-WING76.1MHz） ９：30〜９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、ＦＡＸ23・0156、Ｅ
メールreport@city.obihiro.hokkaido.jp）

オビヒロオビヒロカメラレポカメラレポOBIHIRO
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REPORT

　親子で帯広交響楽
団の演奏が楽しめる

「第 31 回親と子のわ
くわく音楽会」が開
催されました。演奏
会前に楽器体験コー
ナーが設けられ、子
どもたちは普段なか
なか触れられない楽
器を順番に体験し、興奮し
た様子でした。
　演奏会では、クラシック
に加え、誰もが知っている
アニメや映画の楽曲などが
演奏されました。また、子
どもたちの指揮者体験や、
東京五輪の応援ソング「パ
プリカ」の演奏に合わせて踊ったりと、聞くだけでなく親
子一緒に楽しめる工夫が満載のコンサートでした。（１月
26 日、市民文化ホール）

親と子のわくわく音楽会

　おびひろ氷まつり
が今年も緑ヶ丘公園
一帯で開催されまし
た。今年は雪不足の
ため、巨大滑り台の
代わりに、丘を利用
したミニ滑り台がレ
ーンを増やして登場
し、子どもたちは寒
さにも負けず、夜でも元気
に遊んでいました。
　また、２夜連続の花火大
会が夜空を彩り、紙袋で作
られたランタンの光で足元
が優しくともされるなど、
真冬の帯広に幻想的な空間
を演出してくれました。（1
月 31 日～ 2 月 2 日、緑ヶ丘公園）

第57回おびひろ氷まつり

　帯広市食生活改善推進員協議会は、食を通じて市民の健
康づくりをサポートするボランティアです。月１回の勉強
会や調理実習などを通して、楽しく会員同士の交流を図り、
得られた情報を市民の皆さんに伝えています。
　食生活改善推進員になるには、健康に関する知識や食事
の工夫、手軽にできる運動などが学べる養成講座を受講す
る必要があります。養成講座は例年６・７月頃の開催で、
広報おびひろに募集の案内を掲載しています。
　皆さんも、家族や大切な人の健康について一緒に考え、
楽しく交流してみませんか。
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市長コラム

帯広市長　米沢 則寿

新しいワインは
新しい革袋に

おびひろ
夢かなうまち

タベルナ・ラ・オビヒロ
「タベルナ」とは欧州で食堂や居酒屋などを表す言葉です。
帯広にちなんだ料理をご紹介！

今回のテーマは

健康メニュー

小松菜の海
の り

苔あえ

●小松菜…80 ｇ
●鶏ささみ肉…40 ｇ（1 枚）
●桜エビ…４ｇ
●焼きのり…１／２枚
●ショウガ…4 ｇ
●だし汁…大さじ２
●しょうゆ…小さじ１／３

  材  料　〈２人分〉

帯広市食生活改善推進員の皆さん

「２０周年レシピ集」にも掲載されている
ヘルシーな人気レシピをご紹介します。
簡単に作れるので、ぜひお試しください。
お弁当のおかずにもピッタリですよ！

１．�小松菜をゆで、しっかり水切りし、
３cm くらいの長さに切る。

２．�鶏ささみ肉は筋を取り除き、ゆでて、
手で割いておく。

３．�桜エビは空煎りしておく。
４．�焼きのりは手で細かくちぎる。
５．�ショウガは皮をむき、千切りにする。
６．�小松菜、鶏ささみ肉、桜エビ、ショ

ウガ、だし汁、しょうゆを入れて
よく混ぜ、最後に焼きのりを加え
てさっとあえる。

７．�器に盛り付けて完成！

  調理手順

桜エビや焼きのり、ショウガを使用することで、うま味や
香りが加わり、減塩でもおいしく食べることができます。
また、小松菜や桜エビにはカルシウムもたっぷり含まれて
いるので、幅広い世代の人にお薦めです。

食事のバランスの大切さを指導することも

食生活改善推進員を
大募集！


